
4
評価の方法・・・全項目（太枠内）について、下の４段階で評価する。ただし、自分が関わっていない項目や分からない（評価できない）項目は＼を記入する。 3

評価の観点の良い方から、４－３－２－１の４段階評価で記入する。 2
1

前期 70 26 3 1 96

後期

前期 33 67 0 0 100

後期

前期 78 22 0 0 100

後期

前期 50 50 0 0 100

後期

前期 34 58 6 2 92

後期

前期 18 50 26 5 69

後期

前期 10 80 10 0 90

後期

前期 54 40 5 1 94

後期

前期 33 42 24 1 75

後期

前期 50 50 0 0 100

後期

前期 35 40 19 6 75

後期

前期 26 56 17 1 82

後期

前期 40 60 0 0 100

後期

前期 30 60 10 0 90

後期

前期 48 39 9 4 87

後期

前期 30 44 20 6 74

後期

前期 70 30 0 0 100

後期

前期 62 32 5 1 94

後期

前期 36 44 18 2 80

後期

前期 20 80 0 0 100

後期

前期 55 34 9 2 89

後期

前期 19 41 30 10 60

後期

前期 60 40 0 0 100

後期

前期 55 34 9 2 89

後期

前期 20 58 21 1 78

後期

前期 80 10 10 0 90

後期

前期 81 18 1 0 99

後期

前期 32 63 4 1 95

後期

前期 50 50 0 0 100

後期

前期 51 38 9 2 89

後期

前期 32 52 14 2 84

後期

前期 29 47 19 5 76

後期

前期 26 45 26 4 71

後期

前期 80 20 0 0 100

後期

前期 71 22 6 1 93

後期

前期 46 49 4 1 95

後期

前期 33 45 17 6 78

後期

前期 25 62 10 3 87

後期

前期 50 40 10 0 90

後期

前期 68 27 3 2 95

後期

前期 42 52 6 0 94

後期

前期 50 40 10 0 90

後期

前期 32 41 22 5 73

後期

前期 21 42 24 13 63

後期

前期 50 40 10 0 90

後期

前期 71 23 3 3 94

後期

前期 48 46 6 0 94

後期

前期 20 80 0 0 100

後期

前期 60 40 0 0 100

後期

前期 80 10 10 0 90

後期

前期 50 50 0 0 100

後期

前期 80 20 0 0 100

後期

前期 50 40 10 0 90

後期

前期 50 40 10 0 90

後期

◇地域の方との交流を通して、地域の様々な職種の方の思
いに触れることで、鬼北町に誇りを持つことや将来への希望
や展望を培うことができた。鬼北町青年団との対話を通して、
自身の将来への展望を考えるとともに、多様な生き方の選択
があることに気付くことができた。その結果、ほとんどの生徒
が意欲的に活動に取り組めている。
◆昨年度の取組を基本にして活動することも大切であるが、
新しい取組も加えていくことが考えられる。

87.0%
保

護

者

肯定
割合

2

◇授業参観では、休日開催であっても多くの保護者が学校を
訪れ、生徒に関心が高いことをうかがうことができた。
◆PTAバレーを開催しているが、学級で参加人数の差がみら
れ、メンバーがそろわない学級もあった。周知の方法を見直
す必要がある。しかし、様々な家庭の事情もあり、今後も参加
者の見込みが期待できない場合には、PTAバレーのあり方も
考える必要もある。

保

護

者

B

評　価　の　観　点

生

徒

3

◆今後も先生方が気持ちよく働いていただくために
風通しの良い職場づくりに努める。

◇４そう思うの割合が４分の１と、学校に対して風通しの良さを感じてい
ない部分あるようである。
◆保護者からの連絡を待つだけでなく、気になることがあれば、学校か
ら家庭に連絡をしていくことが重要である。

【学校運営協議会委員より】
・安全・安心な学校の評価が高いことはとてもいいことだと思うので引き続き保護者、生徒、学校で気配り、目配り情報共有をお願い
します。
・朝の挨拶運動ですが、ちゃんとあいさつする生徒は少数いるのですが、ほとんどの生徒が私語をしてチャイムが鳴ったら帰ってい
く。校外ではどんなものかと。自主的に参加しているところは評価できるが、参加するという意義についてよく考えて活動すべきでは
と思います。
・生徒への指導と同時に保護者への基本的な考え方を共有できないか。公民館事業において協力的な中学生が多くうれしく思って
いる。
・生活習慣に関しては各家庭での取り組みが重要であり、学校としては十分な指導がされていると感じる。挨拶はよくできている。
・地域とのつながりも深く、地域と学校で健全育成ができていると思います。
・地域での過ごし方について挨拶や服装、交通ルール遵守等、おおむね感じの良い生徒が多い。
・鬼北町の将来を担う大切な生徒たちには健全に成長し、個々の夢が叶うよう積極的かつ丁寧に導いていただきたい。PTA活動は
現在では家庭環境や保護者の働き方も様々であり、PTA活動も柔軟に対応する必要があるのかもしれません。

18

　ＰＴＡ活動（参観授業や懇談会等も含む）に積極的に参加している。

◆定期的にチェックリストを使って振り返りをしてい
ただいている。今後も続けていく。

B

A

◇教職員が参加の呼び掛けをするだけでなく、生徒自身も地域の行事
に関心を持って参加している。地域とのつながりが強く感じているので、
「鬼北町が好きである」という答えが90％を超えている。
◆地域の行事だけでなく、地域コミュニテーション科の授業を通して、さ
らに鬼北町の良さを見つけられるように、指導の工夫を考えていきた
い。

A

5

6

7

13
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11

7

8
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15

9

15

前期

　お子さんの様子で心配なことがあれば、学校に連絡・相談している。

17

10

15

100.0%

教

職

員

90.0%

1評価 前期◇反省　・　◆提言

◇安心して学校生活を送ることができている答えた割合が生
徒・保護者ともに90％を超えている。しかし、中には学校生活
に不安を抱えている生徒もいる。生徒の小さな変化に気付
き、気になることがあれば、早期に保護者の方に情報共有す
る必要がある。
◆教職員が日頃から生徒の様子をよく観察したり、声掛けを
したりすることが重要である。また、教職員が生徒の頑張りや
活躍を認め、保護者の方にも、情報提供していく必要がある。

A

４
　
道
徳
教
育
の
推
進

14 PTA活動への参加

15 問題の早期発見と早期対応

重点

19

郷土を愛する心の育成

評　価　指　標

3
　

生

徒

の

健

全

育

成

の

推

進

◇教職員、生徒、保護者ともに90％を超えており、学校
行事に意欲的に取り組み、家庭でも行事の話をしてい
るのではないかと思われる。
◆２学期は学校行事が多いので、学級担任を中心に、
学年部がひとつとなって、生徒の意欲を高める言葉掛
けや参加に消極的な生徒への支援に努めたい。

100.0%

平均対象 時期 4 3

保

護

者

厳正な金銭処理 18 　正確な金銭処理、取扱いができている。校内に現金を置いていない。 A

保

護

者

90.0%

A

保

護

者

保

護

者

教

職

員

1時期

後期

91.3%

78.0%

4

B

郷土に誇りを持ち、たくましく生き抜く生徒の育成

指導力のある教師

3

教

職

員

基礎・基本の定着と学習習慣の確立

　お子さんは、授業の内容が理解できている。

　生徒が「わかった」「できた」と実感でき、主体的に学ぶ授業を工夫している。

目指す生徒像

仲間と支え合う教師

令和7年度　広見中学校　前期　学校評価

２　確かな学力を育てる教育の推進

３　生徒の健全育成

心の美しい生徒

校　訓

元気な学校

感じのよい学校　「ゲンカンが美しい学校」

学校教育目標

元気で若々しい教師

若さあれ　力あれ　友情あれ

美しい学校

目指す教師像

◇100％の先生方が、ICTを積極的に活用している。
◆今後も継続して実施していく。

肯定
割合

2

◇90％以上の生徒が、家庭学習がきちんとできている
と答えているが、保護者の割合は75％と、親子でかなり
の認識のずれがある。
◆学校としては、精選して課題を出すことで、家庭学習
の時間を確保し、それを習慣化できるように促していく。
また、１日１ページの自主学習を継続して行っていく。

対象 3

基本方針 本校教育の歴史と伝統を継承し、地域と共に創意と活力ある学校づくりに努め、夢や目標を持ち、ふるさと「鬼北」に貢献することのできる、心豊かでたくましく生きる生徒を育てる。

目指す学校像

若さあふれる生徒

主体的に学ぶ生徒

考

察

・

改

善

前期

４　道徳教育の推進

　お子さんは、宿題や自主学習など家庭学習がきちんとできている。

3

教

職

員

教

職

員

教

職

員

【学校運営協議会委員より】
・２・３については教職員・生徒の高い肯定割合に対して保護者の肯定割合が低い。これまでも同様の傾向がみられたが、保護者の
子供に対する期待の表れではないかとも思う。４については生徒の肯定割合が少し低めであるが自己評価力がまだ未熟なのか思
春期特有の自己評価を積極的にアピールできないという気持ちが働いているのかもしれません。５については将来のデジタルデバ
イドを回避するためにも、今後も積極的に続けていただきたい。
・学力向上に近道はないと考える。小中の連携や授業の充実等を更に進めあきらめずに地道に取り組んでほしい。
・ほぼできていると思うが、生徒と保護者の間でズレがあるようなので主体的に上がるようにお願いいたします。
・日々工夫をして生徒と向上を目指してください。
・学習は「予習・復習」が肝だと自分自身は教わって育ちましたが、自分自身の肌感としては生徒が授業にどれだけ真摯な姿勢で
臨めるかが大きいと思っています。そのために先生方は熟考され学習意欲を高める授業をしてもらっていると思います。感謝申し上
げます。他方、生徒たちが授業に臨む心構えも親が指導しなくてはならないと思います。常、言われることではありますが、家庭と学
習の場の両輪で考えていく事だと思います。

26 服務規律 23 　信頼される教職員集団を目指し、信用失墜行為の根絶に努めてい
る。 A

24 組織的に取り組む校務分掌 21 　報告・連絡・相談を徹底し、安心して職務に専念している。

　宿題や自主学習など家庭学習がきちんとできている。

重点 評　価　項　目 評　価　の　観　点

2

「
確

か

な

学

力

」
を

育

て

る

教

育

の

推

進

4

1

1前期　◇反省　・　◆提言 時期 平均

ICTを活用して個別最適な学習を実践している。

肯定
割合

　みんなの前で、自分の考えを発表できる。

教

職

員

生

徒

保

護

者

14 2時期

A

　お子さんは、考える力や表現力が育ってきている。

　コミュニケーション力を伸ばすために、書く・話すことや表現することを取り入れた
授業をしている。

4

保

護

者

◇90％以上の生徒が、授業内容を理解していると答え
ているが、保護者の割合は70％以下と、親子でかなり
の認識のずれがある。
◆学校としては、基礎学力が身に付くように、精選して
課題を出したり、授業で小テストを行ったりする。その中
で、家庭学習の習慣を確立し、基礎・基本をしっかり身
に付けていく。

生

徒

保

護

者

2 B

1

4

3

◇80％以上の保護者が、考える力や表現力が育ってきている
と答えているが、生徒自身は、自分の考えを表現できると答え
た割合が75％と、やや消極的である。
◆学校としては、授業でタブレット等を活用し、思考ツール等
で自分の意見をまとめ、簡潔に発表したり、グループで話合
い活動をする中で、自分の思いを伝えたりする場面を設定す
る。その作業を繰り返していくことで、表現力の育成を図って
いきたい。

評価

コミュニケーション力を伸ばす教育活
動

5

5

B

6

3

　生徒は宿題や自主学習がきちんとできている。

教育機器の有効活用

前期◇反省　・　◆提言

集団の一人としての自覚

19 　仕事のやりがいを感じ、働きがいがある。

21

前期◇反省　・　◆提言

　お子さんは、学校の行事に意欲的に取り組んでいる。

対象

教

職

員

教

職

員

生

徒

8 　挨拶の習慣を身に付けさせるような指導ができている。

7

A

6

前期

重点 評　価　の　観　点

地域家庭との連携

12

12

11

　お子さんは、気持ちのよい挨拶ができている。

５
　
管
理
運
営
・
働
き
方
改
革
の
促
進

A

教

職

員
14

評　価　の　観　点

13

評価

A
生

徒
16

　ボランティア活動に参加している。

適正かつ効率的な事務処理

14

　ボランティア活動(アルミ缶回収、朝のあいさつ運動、つぼみの会等）への参加の
呼び掛けができている。

勤労奉仕の心の育成

考

察

・

改

善

考

察

・

改

善

　お子さんは、ボランティア活動に参加している。

【学校運営協議会委員より】
・先生方あっての教育現場です。決してご無理のないよう。できることは保護者に言ってもらいたいと思います。自分の子どもたちに
学習環境をよくしようと協力を惜しまない親は多いはずです。
・時間外勤務１００時間超の方が数名いるとのことで対象の先生方のケアが十分になされているのかが気になった。現在ではどの職
種にあっても人手不足であり、業務内容を都度検証し思い切った見直しにも取り組んでいただきたい。
・先生方については本当によくできていると思いますし、感謝しています。今後ともよろしくお願いします。
・今以上にやりがいをもって勤務できる職場環境を整えていってほしい。
・働き方改革をさらに進めていただくため教職員の皆さんの連携を一層密にし、また、DX化を積極的に推進するなど業務を効率化
し、各々の業務負担軽減化を進めていただきたい。

22

20 　提出期限を厳守した文書処理ができている。

　相談しやすい職場環境である。25 風通しの良い学校

A

主体的に学ぶ授業づくり

前評価

【学校運営協議会委員より】
・地域との接点ができており、地域の方も協力的なのはとてもいいことだと感じました。ただ、「鬼北町を愛する」ということが鬼北町に
縛り付けるということにならないようにだけお願いします。
・生徒の満足度も高く、非常に充実した内容になってきていると感じた。
・大変よくできていると思います。新しい取組を加えて頑張ってほしいと思います。
・生徒にとって意義ある活動となっている。今後より確かな活動として充実・発展をさせるために、課題を克服したり、よりよいアイディ
アを採用したりしてほしい。
・生徒・教職員ともに高い肯定割合であり、今後も鬼北町に愛着と誇りを持ち続けられるような活動を継続してほしい。

100.0%

教

職

員

　授業の内容が理解できている。
生

徒

6 B

　お子さんは、安全面に気を付けながら、学校生活を送っている。

4

10

「早寝、早起き、朝ご飯」の習慣を身に付けるよう指導している。

　お子さんは、節度あるスマホ・ゲーム機の使用ができている。

8

　夢や目標を持たせ、実現できるよう努力させるような指導ができている。

　将来の夢や目標を持って、楽しく学校生活を送っている。

　節度あるスマホ・ゲーム機の使用など、基本的な生活習慣を身に付けさせるよう
な指導ができている。

9

9 進路実現に向けて

10

健全な生活習慣の確立

　節度あるスマホ・ゲーム機の使用ができている。

保

護

者

教

職

員

　気持ちの良い挨拶ができている。

B

◇生徒は学校の活動内では挨拶をしっかりすることが
できている。しかし、保護者の意見から、家庭や地域で
も積極的に挨拶をするように指導していく必要がある。
◆教職員が学校生活や道徳の授業を通して、挨拶の意
義を指導をしていく必要がある。生徒会役員が行ってい
る挨拶運動を学校外に広げてはどうか。

保

護

者

A

教

職

員

教

職

員

◇報告ができていない時があり、確認することがあったので、
先生方に報連相をしっかりしていただくようお願いする。

　学校安全教育の観点から、自分の命を自分で守る力を育てる指導ができてい
る。

　お子さんは、将来の夢や目標を持って、楽しく学校生活を送っている。

　安全面に気を付けながら、学校生活を送っている。

◇時間外勤務時間が１００時間を超える先生が数名いた。
◆先生方が気持ちよく働いていただくために風通しの良い職場づくりに
努める。

◇教務が担当者に声掛けをこまめにしていたが、期限ぎりぎ
りに提出することがあった。
◆今後は余裕を持って提出できるように各自が心掛ける。

前期

1　　　地
域コミュ
ニケ｜
ション科
の推進

2

4

3

後期

生

徒

83.7%

86.3%

100.0%

96.0%

後期

85.7%

23

　ふるさと「鬼北」のよさを感じる活動（地域行事・地域貢献活動等）への参加を呼
び掛けている。

75.3%

92.0%

後期

平均

平均

保

護

者

生

徒

90.0%

94.0%

A

対象

そう思わない

◇子どものいいところを見つけ、認めている保護者が多い。
◆家庭だけでなく、学校でも生徒のいいところを見つけ、認め、一人一
人の個性を発揮できるように、学級経営や授業に取り組む。

対象

86.9%

96.0%

93.0%

73.5%

2

16

14

9

8

7

命を守る教育の充実

5

12 地域とのつながり

肯定
割合

B

◇教職員の肯定割合が100％である一方、生徒や保護者の
肯定割合は低い。中学校３年間の中で、計画的な進路指導
が必要である。また、生徒と保護者の方のコミュニケーション
不足も考えられるので、双方の思いを、教職員が汲み取って
いく必要がある。
◇地域コミュニケーション科を通して、様々なキャリアや生き
方をがあることを知る機会になり、生徒のキャリア形成に影響
を与えることが期待できる。
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16自己有用感の育成
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評価

◇生徒が「早寝、早起き、朝ご飯」の習慣が身に付いて
いる割合は80％を超えているが、保護者の割合は80％
以下で10％の差がある。
◆学校としては、夜更かしの起因になる、スマホやゲー
ムの使い方について、指導したり、食育を行ったりして
いくことが必要である。

　「早寝、早起き、朝ご飯」の習慣が身に付いている。

　お子さんは、「早寝、早起き、朝ご飯」の習慣が身に付いている。
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◇保護者の方の４のそう思うの割合が19％とかなり低い数値
である。生徒と保護者が一緒にスマホやゲームの使用につい
て話をするきっかけづくりが必要である。
◆生徒や保護者の方に、身近で起こっているトラブルの事例
を具体的に紹介し、危険性を継続的に伝えていく。
情報リテラシーと情報モラルの教育をバランスよく実施してい
く。
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本年度の重点

１　生き方に学ぶ「地域コミュニケーション科」の推進

そう思う
どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない

重点 評　価　指　標 評　価　の　観　点 前期◇反省　・　◆提言

【学校運営協議会委員より】
・全体的に高い肯定割合ですが、ボランティア活動に対する評価が低めです。国道沿いで交通安全活動を継続されるなど積極的
に各種の活動をされていると思います。反省コメントにあるように活動の対外的発信も重要です。各活動のPRをプレリリースを出すな
どしてマスコミにも積極的に訴えてみてはどうでしょうか。
・道徳教育を積極的に推進し、成果が出てきているように見える。本音を引き出し、心を揺さぶる道徳科についてより研究を進めて
ほしい。
・あいさつについては大変よくできていると思います。ボランティア活動については検討余地があると思います。
・地域行事に関しては若い世代の参加が増えると地域も盛り上がるので積極的な参加を今後も呼び掛けてほしい。
・一朝一夕では身に付くものではないので気長に見守り、道を大きく逸れそうになるのであれば糺すようにすればよいと思っていま
す。

教

職

員

100.0%情報の共有と管理の徹底 17 　個人情報に配慮した上で、積極的な情報共有ができている。

評　価　指　標
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20

働きがいのある職場づくりと働きやす
い環境づくりや働き方改革の促進

◆生徒の個人情報、及び通帳等については金庫に保
管している。学級生徒の連絡先については紙媒体では
持ち出し禁止にしている。今後もより注意して取り扱うよ
うにする。
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　お子さんのいいところを見つけようとしている。
または、いいところを認めている。

2

◇教職員・生徒・保護者ともに肯定的な意見が90％を超えて
いる。小さな事故の積み重ねが大きな事故につながっていく
ケースが多いので、その芽を摘む指導や未然防止を行ってい
く必要がある。
◆命の尊さを理解していると、自他の命を守る行動を取るよう
になっていくと思うので、心の教育もしっかり行っていく。また、
地域の方と連携を図りながら、登下校中の様子や地域での過
ごし方を見守っていく。
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2 　鬼北町のよさを誇りに思い、鬼北町を愛する生徒の育成に努めてい
る。 A

地域コミュニケーション科の推進

1 地域コミュニケーション科の活動は楽しく充実している。 A

1 　地域コミュニケーション科の授業を通して、計画的にライフキャリア教
育が実施できている。

91.0%　学校からのプリントは、必ず家の人に見せている。
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　各種通信やホームページで教育活動に関する情報を確認している。
保
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　家庭や関係機関等に積極的に情報を発信し、連携・協力を得ている。

A

◇学校HP更新に意欲的に取り組み、学校の様子を家庭・地
域に発信できている。今後も継続して、広見中学校のよさを幅
広く発信することで、結果的に生徒の学校生活への意欲の向
上につながると考える。
◆学校の様子を保護者へお知らせしているが、電話で懇談会
や学校行事の日程の問い合わせがあった。生徒を通じて各
種通信が保護者へ伝わるように配慮していきたい。

　地域での体験活動や地域の行事等に、積極的に参加している。

B

◇鬼北町は、朝の登校見守りなど、町全体で子供の育成して
いく意識が高く、地域の方々とのつながりが深いと感じる。
◆26.5％の生徒や保護者が地域の行事に参加できていない
状況がある。学校からも声掛けをして、地域とのつながりを意
識させていきたい。

安全、安心な学校

　お子さんは、地域での体験活動や地域の行事等に、積極的に参加している。
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11

13 　いじめや不登校の未然防止・早期発見に努めるとともに、的確な初期対応や組
織的対応に努めている。

鬼北町が好きである。

　家庭や地域、学校に支えられて安心して学校生活を送っている。
生
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　お子さんを安心して学校に送り出している。
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　生徒が進んで行事に参加できる内容になるよう工夫や助言をしている。

　学校の行事に意欲的に取り組んでいる。
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◇教職員はボランティア活動への参加を学級で積極的に呼び掛け
ている。朝のあいさつ運動への参加は増加傾向にあるが、アルミ缶
回収については不十分である。
◆引き続き、学級担任を中心に参加を呼び掛けることと、保護者の
値が低いのは、ボランティア活動の内容を知らないこともあるので
はないかと考えるので、ホームページ等で地域への発信を多くする
こともよいのではないかと思う。地域で活動できるボランティアな
ど、情報を収集する。

B


